






現場で活躍する修了生の声（現職院生）

現場で活躍する修了生の声（学卒院生）

現場の感覚を感じながら、自分の知識を深める

凌悠河さん

（令和２年度修了・佐賀県上峰町立上峰小学校教諭）

大学院に進学して良かったのは、学部時代に学んだことをもう一段階深く学修することができたこ
とです。大学院の授業では、現職の先生方と学部卒院生がいっしょに授業を受けることがあります。
現場での実体験が背景にある現職の先生方とのディスカッションは、学部時代には経験のできなかっ
たことです。自分自身の知識を、現職の先生方の経験と結びつけて考えることで、学部在籍時より学
校現場のイメージが具体的につかむことができたと感じています。

松岡萌さん

（令和２年度修了・大分市立城南小学校教諭）

自分が学校経営をする際の「拠り所」を得ることができました！
私は「校内研究・研修を通した人材育成」をテーマに研究に取り組みました。
教職大学院での学修を通して、自分が学校経営をする際の「拠り所」を得ることができたと感じて

います。教職大学院では教育を取り巻く最新の状況を把握しながら学校経営について考えることが
できます。また、学校経営の理論を学ぶことで、学校組織が抱えている問題を捉え、解決すべき課題
を見いだし、問題解決を図るための「道筋」を考えることができます。
今後、管理職やミドルリーダーになられる方とって、教職大学院は有益な学びの場だと実感して

います。また、教員志望の学生や若手教員の方にとっては、経験豊かな現職院生と教材研究などを
進められるため、現場での実践力が培われると感じています。松本俊也さん

（平成30年度修了・中津市立樋田小学校校長）

竹中真希子 教授（研究者教員）

▶担当科目：「授業開発・学習指導基礎」
「学びの理論と学習環境デザイン」等

▶専門分野：教育方法

専任教員

立川研一 准教授（実務家教員）

▶担当科目：「授業研究・子ども理解総合演習Ⅰ」
「授業分析の理論と実践研究」等

▶専門分野：学習指導

佐藤晋治 教授（研究者教員）

▶担当科目：「特別支援教育総合演習Ⅰ・Ⅱ 」
「障害児心理のアセスメントと事例研究」 等

▶専門分野：特別支援教育

清松今朝見 特任教授（実務家教員）

▶担当科目：「学校の組織づくり基礎」
「学校経営の理論と実践研究」等

▶専門分野：学校経営・教育行政

熊丸真太郎 准教授（研究者教員）

▶担当科目：「学校危機管理の理論と実践研究」
「学校間連携・地域連携の実践研究」等

▶専門分野：学校経営・教育行政

大島崇 准教授（研究者教員）

▶担当科目：「教員の専門性開発基礎」
「校内研究と教職員の職能成長の実践研究」等

▶専門分野：教師教育

佐藤由美子 特任教授（実務家教員）

▶担当科目：「学校マネジメント総合演習Ⅰ・Ⅱ」
「学校間連携・地域連携の実践研究」等

▶専門分野：学校経営・教育行政

後藤榮一 特任教授（実務家教員）

▶担当科目：「学校危機管理の理論と実践研究」
「教育法規の解釈・運用に関する実践研究」等

▶専門分野：学校経営・教育行政

木村文美枝 准教授（実務家教員）

▶担当科目：「生徒指導・教育相談・特別支援基礎」
「特別支援教育・障害児支援の現状と課題」等

▶専門分野：特別支援教育

河野晋也 講師（研究者教員）

▶担当科目：「カリキュラムデザイン基礎」
「授業分析の理論と実践研究」等

▶専門分野：教科教育

内田昭利 教授（研究者教員）

▶担当科目：「生徒指導・教育相談・特別支援基礎」
「子ども支援の理論と実践」等

▶専門分野：学校心理

藤村晃成 講師（研究者教員）

▶担当科目：「子ども支援の理論と実践」
「学級における個と集団のとらえ方の実践研究」等

▶専門分野：生徒指導

後藤みゆき 准教授（実務家教員）

▶担当科目：「特別支援教育・障害児支援の現状と課題」等
▶専門分野：特別支援教育

宮﨑好治 准教授（実務家教員）

▶担当科目：「授業研究・子ども理解総合演習Ⅱ」
「学級における個と集団のとらえ方の実践研究」等

▶専門分野：生徒指導

※ 多様な学びのニーズに応えるため、教育学部や附属教育実践総合センターの教員も
兼担教員として教職大学院の授業科目を担当します。

山本遼 講師（研究者教員）

▶担当科目：「学校経営の理論と実践研究」
「学校間連携・地域連携の実践研究」等

▶専門分野：教育行政

時松哲也 准教授（実務家教員）

▶担当科目：「校内研究と教職員の職能成長の実践研究」
「学校実践基礎研究」等

▶専門分野：学習指導

私は、教職大学院で「授業で教師が発する言葉」に焦点をあてて研究をしました。自分の授業実践
を録画して省察することで、授業者の意図している発問・指示の内容が児童に正確に伝わっていない
ことや、思わぬ自分の話し方の癖や口癖に気づくことができました。もしも、学部を卒業してすぐに
学校現場で働いていたら、このように細かく授業実践を省察することはできなかったと思います。客
観視しながら論理的な授業分析ができたことで、教師として成長していくために必要な基礎を身につ
けられたのではないかと思っています。

教師として成長していけるように


